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去
る
５
月
３１
日
、
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰
式
典
が

ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
憲
章
は
、
国
際
文
化
観
光
都
市
の
市
民
で
あ

る
誇
り
を
も
っ
て
、
京
都
を
美
し
く
豊
か
に
す
る
た

め
に
、
市
民
の
守
る
べ
き
規
範
と
し
て
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

「
だ
れ
も
が
安
全
に
、
健
康
で
、
安
心
し
て
、
心

豊
か
に
く
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
の
実
践

目
標
に
取
り
組
み
、
こ
の
市
民
憲
章
を
積
極
的
に
推

進
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
桝
本
市
長
か
ら
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

�
個
人
�

も
り

こ

森

ま
つ
子

さ
ん

格
致
学
区

ま
え

だ

み
の
る

前

田

稔

さ
ん

豊
園
学
区

ひ
ら

い
わ

し
ん

じ

平

岩

真

治

さ
ん

修
徳
学
区

ふ
く

い

け
ん

ぞ
う

福

井

謙

三

さ
ん

修
徳
学
区

の

の
む
ら

え
い

こ

野
々
村

榮

子

さ
ん

有
隣
学
区

い

の
う
ち

し
ょ
う

こ

井
ノ
内

祥

子

さ
ん

植
柳
学
区

し
の

へ

ふ

み

こ

四

戸

芙
美
子

さ
ん

尚
徳
学
区

こ

い
ず
み

り
ょ
う

こ

小

泉

了

子

さ
ん

稚
松
学
区

み
な
み

り
ゅ
う

へ
い

南

龍

平

さ
ん

菊
浜
学
区

か
ぎ

む
ら

え
い

い
ち

鍵

村

榮

一

さ
ん

崇
仁
学
区

に
し

か
わ

の
ぶ

お

西

川

直

男

さ
ん

崇
仁
学
区

ま
つ

も
と

も
と

こ

松

本

元

子

さ
ん

崇
仁
学
区

よ
し

か
わ

と
み

お

�

川

富

雄

さ
ん

崇
仁
学
区

�
団
体
�

ば
い
り
ん
じ

こ
う

梅
林
寺
ジ
ジ
バ
イ
講
保
存
会

七
条
学
区

崇
仁
鉾
保
存
会

崇
仁
学
区

６
月
１
日
か
ら
、
下
京
区
役
所
に
お

い
て
は
、
昼
休
み
時
間
帯
（
正
午
〜
午

後
１
時
）
の
窓
口
業
務
を
全
課
に
拡
大

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
市
民
窓
口
課
で
は
昼

休
み
時
間
帯
に
も
戸
籍
・
住
民
票
の
写

し
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
市
府
民
税
の
申
告
、

国
民
健
康
保
険
や
乳
幼
児
医
療
の
届
出
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
な
ど
も
実
施
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

昼
休
み
時
間
帯
に
し
か
手
続
き
が
で
き

な
い
と
い
う
皆
様
に
も
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
他
の
機
関
へ
の
照
会
を
行

い
回
答
が
即
時
に
得
ら
れ
な
い
場
合
や
、

職
員
の
交
替
制
で
実
施
し
て
い
る
た
め
、

個
別
相
談
に
関
す
る
も
の
や
専
門
的
な

判
断
を
要
す
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、

昼
休
み
時
間
帯
に
処
理
で
き
ず
に
お
待

た
せ
し
た
り
、
受
理
な
ど
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご

了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
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お
な
じ
み
の「
税
金
に
つ
い
て
知
ろ
う
」の
コ
ー
ナ
ー
で
、

前
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
『
税
金
の
歴
史
』。

第
２
回
目
の
今
月
は
、
奈
良
時
代
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

奈
良
時
代
、
国
は
中
央
集
権
体
制
に
よ
り
、
政
治
・
文
化

の
発
展
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
農
民
は
重
い
税
負
担

に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
口
分
田
を
捨
て
、
逃
げ
出
す
者
が

増
え
ま
し
た
。
荒
れ
た
田
畑
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、「
班
田

収
授
の
法
」
は
崩
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
朝
廷
は
、
農
地
を
開

墾
す
れ
ば
、
永
久
的
に
そ
の
農
地
の
私
有
を
認
め
る
「
墾
田

永
年
私
財
法
」
を
定
め
ま
し
た
。

奈
良
時
代
後
半
に
な
る
と
、
貴
族
・
社
寺
が
地
方
の
豪
族

と
手
を
結
び
田
畑
の
開
発
に
努
め
、
各
地
に
「
荘
園
」
が
でく

き
ま
し
た
。
荘
園
領
主
は
農
民
（
荘
民
）
に
「
年
貢
」
・
「
公

じ

ぶ
え
き

事
」
・
「
夫
役
」
な
ど
を
課
し
ま
し
た
が
、
朝
廷
に
は
租
税

ふ

ゆ

を
納
め
な
い
「
不
輸
の
権
」
を
認
め
さ
せ
た
の
で
、
国
家
財

政
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

つ
づ
く
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児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

５
月
末
に
ご
自
宅
に
送
付
し
ま
し

た
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月

３０
日
ま
で
に
福
祉
介
護
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

公
務
員
の
方
は
各
所
属
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
以
前
に
所
得
制

限
に
よ
り
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

で
も
、所
得
の
変
動
な
ど
の
た
め
、

再
度
請
求
さ
れ
る
こ
と
で
受
給
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
所
得
限
度
額
に
つ
い
て（
概
略
）】

昨
年
の
所
得
金
額
か
ら
社
会
保

険
料
相
当
額
（
一
律
８
万
円
を
控

除
）
な
ど
の
各
種
控
除
を
差
し
引

い
た
額
が
、
表
の
限
度
額
未
満
と

な
る
場
合
に
受
給
で
き
ま
す
。

な
お
、「
児
童
手
当
」
欄
は
、
国

民
年
金
加
入
者
及
び
年
金
無
加
入

者
、「
特
例
給
付
」
欄
は
、
厚
生
年

金
加
入
者
及
び
各
種
共
済
組
合
加

入
者
が
対
象
で
す
。

※
以
下
１
人
増
す
ご
と
に
所
得
制

限
額
に
３８
万
円
を
加
算

※
老
人
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
６

万
円
を
加
算

【
添
付
書
類
に
つ
い
て
】

平
成
１６
年
１
月
２
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、

転
入
前
市
町
村
の
発
行
し
た
平
成

１６
年
度
（
平
成
１５
年
中
所
得
）
児

童
手
当
用
の
所
得
証
明
書
を
現
況

届
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
支
給
要
件
児
童
が
他
の

市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
市
町
村
の
発
行
し
た
住
民
票

及
び
監
護
の
申
立
書
を
現
況
届
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
介
護
課

市
で
は
、
失
業
・
不
測
の
事
故
な
ど

の
た
め
、
お
盆
の
時
期
に
生
活
に
困
ら

れ
る
世
帯
に
対
し
て
生
活
相
談
を
行
う

と
と
も
に
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

に
、
夏
季
特
別
生
活
資
金
の
貸
付
を
行

い
ま
す
。

相
談
日
時

７
月
１３
日
（
火
）
〜
１６
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時

場
所

下
京
区
総
合
庁
舎
４
階

会
議
室

資
金
貸
付
日

７
月
２３
日
（
金
）

貸
付
の
内
容

○
１
世
帯
１５
万
円
を
限
度
と
し
、
世
帯

員
１
人
当
た
り
３
万
円
を
目
安
に
お
貸

し
し
ま
す
。

○
担
保
、
保
証
人
は
不
用
で
利
子
は
つ

き
ま
せ
ん
。

○
償
還
は
、
１
か
月
以
上
３
か
月
以
内

の
据
置
期
間
を
含
め
て
２
年
以
内
に
、

原
則
と
し
て
均
等
月
賦
で
返
済
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

貸
付
が
受
け
ら
れ
な
い
世
帯

○
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨
時
収
入
が
あ
る

場
合
や
、
他
の
共
済
制
度
に
よ
り
貸
付

を
受
け
ら
れ
る
世
帯

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

○
以
前
に
夏
季
ま
た
は
歳
末
で
こ
の
資

金
貸
付
を
受
け
、
償
還
率
が
８０
％
に
満

た
な
い
世
帯

○
償
還
能
力
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
と
家
族
構
成

が
明
ら
か
に
で
き
る
も
の

問
合
せ

福
祉
介
護
課
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体力がなくなったと感じたり、運動不足が気にな
っている方、近ごろつまづきやすくなっていません
か。仲間と一緒に筋力アップを目指しましょう。
開催期間 ８月～１２月

原則、毎月第１・３水曜日（全１０回）
時間 午後１時３０分～３時３０分
場所 下京保健所２階 多目的ホール
定員 約１５人
対象 区内在住で、原則として毎回参加可能な概ね
６０～６９歳の方（身体状況などをお聞きしたうえで参
加を決定します）。
※医師による運動制限の指示がない方に限ります。
内容 体力測定・運動指導（運動指導士による専門
的なアドバイスをうけながら、毎回約１時間程室内
で運動します）。その他に、栄養指導、ウォーキング、
医師の講話、リラクゼーションなども予定していま
す。
申込期間 ６月２５日（金）まで
申込み・問合せ 電話で健康づくり推進課指導係ま
で

姿勢を正し、毎日の体操を続けるだけで、多くの
腰痛、肩こりは解消されます。
この教室で、じっくり痛みと肩こりをほぐしてく
ださい。
日時 ７月８日（木）

午後１時３０分～
（受付：午後１時～）

場所 下京保健所２階
多目的ホール

申込期間 ７月６日（火）
まで

申込み・問合せ 電話で健
康づくり推進課保健係まで

なかなか寝つけない、夜中に何度も目が覚める、
いつも睡眠不足を感じているなど、睡眠について気
になることはありませんか。睡眠は健康を維持する
ために欠かせないものです。もっとぐっすり、もっ
と良い眠りのための知識を得て、あなたの睡眠の質
を高めましょう。
睡眠の専門医による講義もあります。お気軽にご
参加ください。
日時 ６月２９日（火）

午後１時３０分～（受付：午後１時～）
場所 下京保健所２階 多目的ホール
申込期間 ６月２５日（金）まで
申込み・問合せ 電話で健康づくり推進課保健係ま
で

平
成
１６
年
度
分
の
国
保
の
保
険

料
額
は
、
今
月
中
旬
に
送
付
す
る

る
保
険
料
納
入
通
知
書
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
保
険
料
納
入
通

知
書
に
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料
の

お
支
払
い
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
し
た
保
険
料
額
は
、

６
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
１０
回

の
納
期
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
、
各
月
の

納
期
限
（
原
則
と
し
て
各
月
末
、

月
末
日
が
土
日
や
祝
日
な
ど
の
場

合
は
翌
月
最
初
の
平
日
）
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
に
困
難

な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
減
額
制

度
が
適
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課

下京区社会福祉協議会では、ユー
スアクション（青少年福祉体験事業）
を行います。
ユースアクションは、ボランティ
ア活動に興味のある中学生や高校生
が、福祉に対する理解を深めるため
に行う活動です。
ユースアクションに参加して、よ
り有意義で充実した夏休みを過ごし
てみませんか。
対象 原則として、区内在住または
区内の学校に通学する中学・高校生
その他 申込み方法など詳しくは、
下京区社会福祉協議会（�３６１・１８８１）
まで
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ま
き
え

蒔
絵
師

下
出
祐
太
郎
さ
ん
（
格
致
）

蒔
絵
と
は
、
古
く
は
正
倉
院

ぎ
ょ
ぶ
つ

御
物
に
見
ら
れ
る
装
飾
技
法
で
、

漆
で
絵
や
文
様
を
描
い
た
上
か

ら
金
銀
粉
を
蒔
き
、
研
磨
加
工

し
て
仕
上
げ
る
技
術
で
す
。
し
し
ょ

今
回
は
、
下
出
蒔
絵
司
所
の

３
代
目
で
あ
る
下
出
祐
太
郎
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

下
出
さ
ん
は
、
家
業
を
継
ぐ

こ
と
を
自
然
と
受
け
止
め
る
一

方
で
、
視
野
を
広
げ
る
た
め
、

大
学
で
は
国
文
学
を
学
ば
れ
ま

し
た
。修
業
に
入
っ
て
か
ら
は
、

美
術
展
を
精
力
的
に
観
て
回
り
、

ひ
が
し
ば
た
し
ん

作
品
に
感
銘
を
受
け
た
東
端
眞

さ
く

さ

じ
た
だ
し

筰
先
生
や
佐
治
賢
使
先
生
に
師

事
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

蒔
絵
の
技
法
は
、
平
安
時
代

に
京
都
の
職
人
た
ち
が
発
展
さ

せ
、
確
立
し
た
そ
う
で
す
が
、

塗
り
物
に
下
絵
を
写
し
、
図
案

を
描
く
作
業
か
ら
始
め
ま
す
。

ね
ず
み

筆
は
、
鼠
の
脇
毛
な
ど
、
い
く

つ
も
を
使
い
分
け
ま
す
。ま
た
、

金
銀
粉
に
は
、
粗
さ
に
２０
程
の

段
階
が
あ
り
、
形
の
違
い
も
あ

っ
て
、
１００
を
超
え
る
種
類
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
図
案
で
も
、
使

う
金
銀
粉
の
形
や
粗
さ
、
漆
で

塗
り
固
め
た
中
か
ら
金
銀
粉
を

研
ぎ
出
す
「
研
ぎ
」
や
仕
上
げ

の
「
磨
き
」
作
業
に
よ
り
、
違

っ
た
表
情
の
も
の
が
で
き
ま
す
。

仕
事
の
注
文
は
、
代
々
仏
具

関
係
が
中
心
で
あ
り
、
六
波
羅

し
ょ
う
て
ん
ど
う

蜜
寺
聖
天
堂
の
扉
の
蒔
絵
な
ど

を
制
作
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
古
い
物
の
修
理
・
修
復
も

手
掛
け
ら
れ
、
高
台
寺
蒔
絵
の

研
究
と
復
元
的
制
作
に
も
関
わ

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
復
元
作
業

は
、
作
品
か
ら
そ
の
時
代
の
歴

史
的
背
景
が
垣
間
見
ら
れ
て
興

味
深
い
。
高
台
寺
蒔
絵
は
、
全

体
に
作
業
が
荒
く
、
職
人
が
何

か
に
責
め
た
て
ら
れ
て
仕
事
し

た
感
じ
が
し
ま
す
」
と
。

創
作
分
野
で
も
、
２１
回
連
続

で
日
展
に
入
選
さ
れ
る
な
ど
意

欲
的
で
す
。
子
ど
も
が
誕
生
し

た
時
、「
小
さ
な
も
の
に
宿
る
未

知
な
る
大
き
な
命
」に
感
動
し
、

以
来
、
そ
の
象
徴
と
し
て
「
め

だ
か
」
を
モ
チ
ー
フ
に
創
作
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ど

の
仕
事
に
も
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た

魅
力
が
あ
る
の
で
す
」
と
下
出

さ
ん
。

更
に
、
国
立
京
都
迎
賓
館
の

調
度
品
の
蒔
絵
や
、
京
都
伝
統

工
芸
専
門
学
校
で
の
講
師
を
は

じ
め
、
蒔
絵
を
広
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
講
演
や
執
筆
活

動
も
引
き
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
合
成
塗
料
を
使
用
し
た
物

が
増
え
て
行
く
世
の
中
で
、
漆

の
自
然
化
学
反
応
を
利
用
し
た

１
２
０
０
年
余
り
続
く
伝
統
技

術
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
。

私
の
仕
事
は
、
先
人
た
ち
の
知

恵
の
作
業
で
す
」
と
語
る
下
出

さ
ん
に
は
、
仕
事
に
対
す
る
誇

り
と
愛
情
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

蒔絵に潜む歴史と
文化を探る
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Q 地震などが起こったときは、どこへ避難す
ればいいですか。
A 大地震が発生して避難が必要となった場合
は、町内であらかじめ定められた一時避難場
所に避難し、更に災害が拡大するようであれ
ば、市が指定した広域避難場所などへ避難し
てください。
Q 一時避難場所とは、具体的にはどのような
場所ですか。
A 一時避難場所とは、突然の災害が起こった
ときに、一時的に避難して災害の状況を見る
場所です。一般的には、自宅近くの公園や学
校、広場などの空地の中から、避難するうえ

で安全で目標となりやすい場所を町内などで
自主的にあらかじめ選定した場所を言います。
Q 広域避難場所とは、具体的にはどのような
場所ですか。
A 広域避難場所とは、地震などに伴って発生
する大火災などの危険から、地域の皆さんの
安全を確保できる場所を言います。現在、市
内には広域避難場所が６６か所（平成１６年６月
１日現在）あり、区内では梅小路公園が指定
されています。
Q 広域避難場所には、避難場所であることを
示す標示板が設置されていますか。
A 広域避難場所には、次のような標示板が設

置されてい
て、シンボル
マークが入っ
ています。
地震が起き
たとき特に恐
ろしいのは、
地震に伴って
発生した火災

が広がり大火災となった場合です。危険が迫
ったら指定された広域避難場所に避難し、消
防職員や警察職員の指示に従ってください。
また、いざというときのために、普段から
家族の方と避難場所について話し合っておき
ましょう。

下京消防団総合査閲実施
去る５月２３日、
下京消防団総合
査閲が行われ、
各地域の２３分団
３００名が日ごろの
成果を区民に披
露しました。

消防団員を募集しています
消防団は、日ごろから災害防御活動や火災
予防活動を行い、日夜、地域の防火防災のた
めに活躍しています。
入団方法など詳しくは、お近くの下京消防
団員または下京消防署庶務係（�３６１・４４１１）
まで、お問い合わせください。

けすぞう君の防災 Q&A �地震のときの避難場所�は�

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君

で
す
。
今
回
は
、
地
震
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
避
難

場
所
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

６
月
３０
日
は
、

市
・
府
民
税
第
１
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。問

合
せ

市
民
税
課

7月8日（木） 腰 痛 ・ 肩 こ り 
予 防 教 室 

つらい痛みにさようなら！つらい痛みにさようなら！ つらい痛みにさようなら！ 

6月29日（火） 
ぐっすりぐっすりgood  sleepしませんか？しませんか？ ぐっすりgood  sleepしませんか？ 

快 適 睡 眠 セ ミ ナ ー 

8月～12月 は つ ら つ シ ニ ア 
～ 転 倒 予 防 教 室 ～ 

元気モリモリ！元気モリモリ！ 元気モリモリ！ 

昼
休
昼
休
み
時
間
帯

時
間
帯
に
も
窓
口
業
務

も
窓
口
業
務
を
 

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す
！
 

昼
休
み
時
間
帯
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も
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業
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実
施
し
て
い
ま
す
！
 

区
役
所

区
役
所
が
よ
り
便
利
便
利
に
ご
利
用
利
用
い
た
だ
け
ま
す
 

区
役
所
が
よ
り
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
 

国
民
健
康
保
険 

平
成
平
成
１６
年
度
保
険
料
通
知
書
は

年
度
保
険
料
通
知
書
は 

　
　
今
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

　
　
今
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
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平
成
１６
年
度
保
険
料
通
知
書
は 

　
　
今
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
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児
童
手
当
現
況
届
は

児
童
手
当
現
況
届
は
 

児
童
手
当
現
況
届
は
 

6
月
中
に
提
出
を

月
中
に
提
出
を
 

6
月
中
に
提
出
を
 ５７４万円４１５万円３

５３６万円３７７万円２
４９８万円３３９万円１
４６０万円３０１万円０

特例給付児童手当
扶養親族
の数

平成１６年度所得制限
限度額表

下京区では 
個人13人と 
2団体が表彰 市民憲章推進者表彰 市民憲章推進者表彰 

第48回 第48回 
市民憲章推進者表彰 
第48回 ～安らぎのあるくらしと 

　華やぎのあるまちを目指して～ 

NewsInformation

保健所ニュース 保健所ニュース 
ぜひご参加を！ 

中学・高校生の皆さん中学・高校生の皆さん 中学・高校生の皆さん 

ユースアクションに 
　　　参加しませんか 
ユースアクションに 
　　　参加しませんか 

夏
季
特
別
生
活
相
談

夏
季
特
別
生
活
相
談 

夏
季
特
別
生
活
相
談 

特
別
生
活
資
金
貸
付

特
別
生
活
資
金
貸
付 

特
別
生
活
資
金
貸
付 

相
談
は
７
月

相
談
は
７
月
１３
日
（火）
か
ら
開
始

か
ら
開
始 

相
談
は
７
月
１３
日
（火）
か
ら
開
始 
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